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の動機をもとに、《受験優先規範からの解放》の影響も受けて《アメリカ高校留学を決意》する、というプ
ロセスが見出された。また、非英語圏への交換留学については、《高校交換留学に関心を持つ》と《非英語
圏留学を価値づける》、さらに留学先の国を決定する<治安優先の親子協議>という、3 つの段階があるこ
とが明らかになった。これらの結果を受けて、留学参加に至るか否かを左右する要因のうち「つながり」に
関わるものを整理した。 
 
第 7章は総合考察として、まず、「グローバル人材」育成の手段としての留学とは異なる留学の捉え方
として、「つながり」を生み出す留学という見方を提案し、高校交換留学が「つながり」すなわち社会関係
資本を強化するメカニズムを説明するとともに、高校交換留学による「つながり」の強化が「共生配慮型の
競争社会」の実現に与するものであることを主張した。その上で、そうした留学を促進・支援する具体的な
方法を、本研究の結果に基づいて提示した。まず、帰国後の位置づけを促す策として、主体的な進路選択の
支援と、大学における支援を提案した。また、高校卒業時の進路選択支援、特に海外進学の場合には、交換
留学体験者の立場に立った海外進学動機の理解や、より実用的なサポートを受けられるような指導の必要
性を提示した。さらに、留学動機の形成のための支援としては、第 6章で整理した「つながり」の強化を
図ることが有効だと考えられるため、①情報やピア・ネットワークへのアクセス、②過去の海外経験等で得
た人とのつながり、③教員等からのサポート・家族からのサポート、のそれぞれを強化する方法を述べた。 
 
本研究の意義は次の点にある。まず、留学研究においては、「『グローバル人材』育成のための留学」と
いう、現在の支配的な捉え方に異議を唱え、「つながり」の形成、およびそれによる「共生配慮型の競争社
会」の実現のための留学、という独自の理解を提示した点である。留学を教育実践の1つとみなすならば、
そこには育てたい人材像があり、その先には実現したい社会像があるはずである。しかし、そのような社会
像の議論は十分ではない。留学研究の役割の 1つは、そうした議論に役立つ知見を提供することだと考え
られるが、実際には、社会のあり方にまで踏み込む留学研究は限られている。本研究はその 1つの例とな
るべく、あえてこの大きな課題に正面から取り組んだ。 
社会関係資本に関する研究としては、高校交換留学が社会関係資本を強化するメカニズムを提示した点
が理論的に新しい。これは稲葉（2011）の議論を基にしたものであるが、特定化信頼と一般的信頼は別個
のものであるという従来の理解とは異なり、特定化信頼が一般的信頼に転換する可能性を指摘した。転換
のしくみを内包するような実践は高校交換留学の他にもあることが予想され、そうした実践の分析を蓄積
することによって、現代社会の課題である一般的信頼の向上に与すると考えられる。 
また、方法論の面からは、M-GTAが留学体験に関する研究に有効な研究方法であることを示した。留学
は、その前後も含めて、決して 1人でできる体験ではない。社会的相互作用こそが留学体験であるといっ
ても過言ではなく、社会的相互作用のプロセスを描き出すM-GTAとは整合性がある。留学体験に関する
M-GTA研究の蓄積に向け、本研究はその一例となると考えられる。 
 
本研究を通して新たな課題も浮上した。本研究は、調査対象者の高校留学以前の海外経験が、アメリカ交
換留学を決意する 1つの要因であることを指摘したが、以前の海外経験と高校交換留学の動機づけとの関
連は、対象者のバリエーションを増やしてさらに検討すべき課題である。また、理論面では、社会関係資本
と社会的相互作用の関係性の解明が新たな課題である。M-GTA で描き出したのは社会的相互作用のプロ
セスであるが、それらの社会的相互作用の一部は、本研究で言及した社会関係資本と重なる。ただし、両者
はイコールというわけではないため、その関係を整理することが求められる。両者の関係性をモデル化で
きれば、あいまいさが指摘される社会関係資本概念に新たな知見をもたらすものとなるだろう。 
 
本研究は、岩本綾君が高度な研究遂行能力と当該分野における豊かな学識を有することを示す
ものであり、その研究成果は留学研究およびM-GTA研究にとどまらず、広く異文化間教育研究の今
後の発展への大きな貢献が期待できることを示している。よって、本学位審査委員会は、岩本綾
君が博士（学術）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
